
2 月 9 日（金）に 2023 年度 2 回目の地

域連絡懇談会を行いました。今回は「カ

ルトから子どもたち・家族を守るには」

と題して、東駒形教会の酒井牧師におは

なしを伺いました。 

酒井牧師の長い牧会生活の中で、特に

カルトからの救済活動に関わり、いろい

ろな任地での経験を交えてのお話でし

た。昨今、マスコミで取り上げられてい

る団体のことを主に話されました。 

今は不安な時代だからこそ、このよう

なカルトがはびこります。お話を伺う前

に言われたことは、「大変ナイーブな話を

するので、守秘義務を」と言われました。

また、カルト側は姑息な手を使うという

ことです。そして、いたずらメール等の

嫌がらせをするということです。 

 インチキ募金（「発展途上国」に学校を

作るために）や霊感商法（先祖の因果を

開放する）などはマニュアルが決められ

ていて、売る時は 120％の力を出して責

任を分担させられ、売り上げを伸ばすと

ほめられるということです。いずれにし

ても、人と人、家族、会社のコミュニケ

ーションなどを良く取ることで、心のモ

ヤモヤする隙に入り込まれないようにし

たいです。カルトということを知ること

の大切さを学びました。 

        記 念 館 だ よ り 

                         2024 年 3 月

     2 月 3 日（土）関東大震災 100 年事業

の第 2 回シンポジウムが行われました。

アフガニスタンで医者として活動され

ていた故中村哲氏の活動の映画を見て、

中村医師と共に井戸づくりに関わって

今なお「ペシャワール会」（中村医師を

支援する NGO 組織）で支援している石橋

氏の話を聞きました。また、生活協同組

合の方々がいち早く能登半島地震の所

に入って、自分たちも被災しながら、組

合員に宅配をして働いている職員の

方々に対してサポートした報告（現在も

継続）の話を伺いました。 

中村医師はアフガニスタンで医療活

動をしていて、医療より前に、干ばつに

苦しむ人たちに水が必要だと気付き、な

んの知識もない中で、勉強してカブール

川から水を引きました。現地の人から

「気まぐれでされるのは迷惑だ」と言わ

れながらも、信念を持って成し遂げら

れ、この志を継いでいる人たちが今もい

ます。何よりも食べるために兵隊に行っ

ていた村人たちが水を引いて、また農業

ができるようになるならと村に帰って

きて積極的に作業に参加したとのこと

です。平和は創り出すものです。「剣を

打ち直して鋤とし、槍を打ち直して鎌と

する」(ミカ書 4：3）という聖書の言葉

に聞き従いたいです。 

「知っていることの大切さ」             加藤 輝勢子 
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暖かい日も増えてきましたね

好み焼きを作りました

ベツの千切りをして

、最後はお好み
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今年は暖かく雪が

どもたちにとってはやはり雪

かるたでは、雪に足

い切り走っていまし

れていないようでしたが、

えていました。自由時間
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しみました。角川の里

りの新幹線の中
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   美術教室

２～４週水曜日

講師：亀田谷

から小学校高学年

設けてピアノの練習

どもたちみんな、想像

きや工作を楽しんでいる

が例年よ

雪は珍し

足を取ら

っていまし

、何度も

自由時間では、

って高い

里の方々

中で「来

ることができまし

賀川研究会】
 インタビュー

の柱 30 号 2016

ボランティアグループ

コスモス会』のこと

 第 60 号 2013
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土屋 紘枝先生

美術教室  

週水曜日 15：00～17

亀田谷 亜礼先生

小学校高学年のお友だちまで

練習を楽しんでいます

想像のままにのびのびと

しんでいる美術教室

】 
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だちまで、それぞれ

しんでいます♪ 

のままにのびのびと 

美術教室です。 


